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本日お話させていただくこと
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動画選考とは
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■最近の選考方法

23年卒の採用計画 23年卒の採用選考実施方法について＜コロナが収束したと仮定＞

22年卒に続いて採用を実施予定との回答が85.7％ 対面とWEBの使い分けが進み、「全てWEB」は少数派に

合計85.7％

合計94.4％

合計84.6％

全体

上場

（株式公開）

非上場

WEB/対面 を使い分ける 61.2％

WEB/対面 を使い分ける 63.3％

WEB/対面 を使い分ける 61.0％

「コロナが収束すると仮定して」の実施方法は、「全てWEBで実施」は1.1％と少数派になり、多くは対面とWEBを

使い分けるという回答だった。現実的には、コロナ状況に合わせる必要があり、WEBの利便性を生かしつつ、効果

的な使い分けがより進むと考えられる。
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■動画選考とは

動画選考とは・・・
企業からの質問（課題）に対し、応募者がPCやスマートフォンで回答を
録画し、企業に返信する選考方式。
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■学生の利用状況

23.8%
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■WEB面接（録画形式）を受けた割合半月ごとの推移

22年卒

21年卒

＊数値は22年卒

WEB面接（録画形式）を受けた割合半月ごとの推移：マイナビ2022年卒学生就職モニター調査 7月の活動状況

実際の利用数はWeb面接ほどではないが、徐々に利用が増加傾向にある。
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■企業の課題感

45.4%

26.7%

29.4%

29.4%

31.0%

22.9%

12.2%

11.7%

9.6%

12.4%

9.5%

9.2%

21.5%

15.5%

8.0%

16.4%

34.4%

31.2%

30.3%

27.8%

26.3%

20.6%

19.0%

16.3%

14.9%

13.9%

10.6%

10.5%

9.8%

8.7%

8.2%

7.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

母集団（エントリー数）の不足

マンパワー不足（他業務との兼ね合い含む）

選考受験者数の不足

企業の知名度が低い

学生と対面でのコミュニケーション機会を十分に持てていない

合同企業説明会での集客不足

内々定辞退の増加

受験学生の質の低下

選考辞退の増加

同業他社・採用競合の情報不足

個別企業セミナーの出席率低下

採用協力社員や面接官の教育・研修不足

採用スケジュールが遅れたこと

選考（面接）のWEB実施に対応できていない

採用予算不足

企業説明会のWEB開催に対応できていない

■現時点での問題点（複数回答、上位抜粋）

21年卒

(n=2,439)

22年卒

(n=2,804)

『現時点での問題点：マイナビ2022年卒企業新卒採用状況調査（2021年6月）』

WEB活用によって母集団形成は以前よりもしやすくなったが、

「質の低下」・「辞退」に関して問題視する割合も増えている。
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■Web面接との違い

■各選考手法の比較　※イメージ

対応時間 対応のしやすさ 学生からの情報量 企業負担 学生が知れる情報量

対面面接 1時間ほど 〇 ◎ 多（×） ◎

Web面接 1時間ほど ◎ 〇 中(〇) 〇

録画面接 5分程度 〇 〇 少(◎) ー

ES 5分～10分程度 ◎ △ 中（△） ー

物理的距離 テキスト・写真 会場 質問の可否

システムの慣れ 立ち振る舞い 日程調整

選考そのもの対応 人柄・熱意 費用

環境要因

（ネットワーク）
話し方 時間

Web面接・・・これまで対面で行っていた面接をWebに変えたもの
録画面接・・・テキスト・画像で提出してもらっていたES設問に動画での回答が追加されたイメージ

■Web面接、録画面接とどちらも面接とつく為、
『リアルタイムで行うか、録画で行うかの違い』と認識されやすいが、実際には大きな差がある。
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■録画面接のメリット・デメリット

メリット

デメリット

■時間に拘束されない
応募者は都合の良い時間に録画して提出することが可能になり、時間的な制約を軽減。

■自由な選考設計が可能
質問内容、選考タイミング、合否判断者など自由に設計し、対応することが可能。

■効率的に情報を得られる
ESだけでは得られない多くの情報を得ることができ、Web面接よりも時間がかからない。

■設定以上の質問はできない
一問一答形式の為、深堀していくような質問は組めない。

■動画を見る時間は必ず必要
ESのように全体像を見ながら読むことはできず、きちんと見る必要がある。
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事例
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■面接で注視していること

52.5%

50.4%

40.0%

30.7%

21.7%

12.8%

12.7%

12.2%

11.5%

11.0%

9.7%

8.2%

7.7%

5.6%

4.5%

0%10%20%30%40%50%60%

明るさ・笑顔・人当りの良さ

入社したいという熱意

職場の雰囲気に合うか

素直さや伸びしろ等の成長可能性

まじめさ・誠実さ

自己紹介・自己PRの内容

言葉遣い・態度

企業・業界理解の深さ

ストレス耐性

臨機応変に対応できるか

身だしなみ、清潔感

地頭の良さ

様々な能力のバランスの良さ

大学で学んでいることをきちんと説明…

技術的・専門的な知識

■面接で注視すること（上位3つ選択）

「明るさ・笑顔・人当たりの良さ」に代表される“人柄”を重視する業種は「商社」「小売」「金融」であることがわかった。

一方、「製造」は「大学で学んでいることをきちんと説明できるか」など知識やスキルを重視する項目が高い。

他の業種についても仕事内容に付随する特徴がみられた。

『面接で注視すること（上位3つ）：マイナビ2022年卒企業新卒採用活動状況調査（2021年6月）』
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■使い方イメージ（事例１）

■対面の対応を確認する

動画選考の基本的な利用方法。
動画を確認することで、話し方・立ち振る舞いを確認することができる。

狙い やり方

話し方・立ち振る舞いから
最低限のコミュニケーション能力を把握。
面接の場で思っていた学生と違った、ということ
を避けることができる。

対お客様対応がある、小売り業などでの
利用が想定しやすい

設問内容を事前に伝えた上で、動画選考を
提出してもらう。



狙い やり方
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■使い方イメージ（事例２）

■準備力・熱意を見る

質問を事前に伝えておくことにより、
その回答に対して、どれだけ準備ができていたかを確認することができる

質問を事前に伝えておくことで、学生側も事前
準備が可能になる。伝え方や表現方法に個性
を出すことも可能。

どれだけ時間をかけて対応したかを見る。表現
方法のアイデアのみに引っ張られないよう注意。

設問内容を事前に伝えた上で、動画選考を
提出してもらう。

できるだけ自由度の高い質問を用意してあげ
ることで、確認がしやすくなる。



狙い やり方
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■使い方イメージ（事例３）

■突発の対応を見る

質問を事前に教えず、一発本番の環境を用意しておく。
急な質問に対しての対応力を見る。

準備ができない中での対応を見ることで、
より素に近い部分をみることができる。

質問を伏せておき、ランダム設定なども
利用しながら、極力準備されない形で
進める。

事前準備しづらい、一般的ではない
質問を利用するのも〇。
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MY VIDEO PRご紹介
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■MY VIDEO PRご紹介（概要）

文字では判断できない情報

動画だからわかる情報POINT①

相手や選考フェーズに合わせた自由な選考設計が可能

自由な活用POINT②

選考相手、選考フェーズに合わせて自由な設問設計が可能。一定数に同じ選考を案内するだけでなく、個々人にも対応できるなど、

応募者の本質を引き出せます。また、動画での出題やランダム出題が選択可能です。

使いたいときだけ使える低コストが魅力

初期費用不要の従量課金制POINT③

初期費用も月額固定費も不要です。「１件2,000円」というシンプルでわかりやすい料金設定のため、手軽に選考活動に工夫を加えられます。

エントリーシートなどの選考書類だけではわからない、応募者の話し方や表情、熱意などを確認した上で選考することができます。

また、応募者は都合の良い時間に録画して提出することが可能になり、時間的な制約を解消します。
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■MY VIDEO PRご紹介（概要）

⚫サービスの流れ

動画・テキストでの出題が５問まで設定可能。

出題順序や提出期限なども設定できます。

選考内容を作成

登録

応募者管理システムから対象者をアップロード。メールテンプレートで

必要な情報を１回で案内可能。

メールを受け取り選考にアクセスした応募者は、

都合の良い時間に受験・提出できます。

提出された動画を見て評価を行います。

５段階の☆評価と、合格／不合格／保留のフラグを設定できます。

結果をCSVダウンロードし、管理システムに反映。

結果を応募者へ通知します。

対象者に案内

案内・送付

選考内容を作成

応募

応募内容を評価

評価

結果を応募者に通知

通知



17

■MY VIDEO PRご紹介（基本情報登録）

■基本設定では、

①使用する動画選考名

②応募者向け動画選考名

③挨拶メッセージ

（動画選考開始前の画面に表⽰）

④動画選考URLの有効期限

⑤動画選考提出期間

⑥初期設定の面接担当者

（複数の担当者を設定できます）

⑦動画選考案内メールのテンプレート

を入力します。

新規動画選考作成画面には、
「基本設定」 「動画設定」 「応募者管理」
の３つの設定タブがあります。



18

■MY VIDEO PRご紹介（選考内容登録）

■動画設定では、

・開始挨拶動画

・動画選考用質問
（テキスト＆動画またはテキスト）

を設定します。
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■MY VIDEO PRご紹介（学生へ連絡）

■応募者管理では、

『応募者情報をCSVでアップロードする もしくは 登録用リンク』を発行することができます。
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■MY VIDEO PRご紹介（応募者画面）

■応募者画面

応募者画面では

・応募動画
・学生の登録情報
・アップロードされたES
（必要に応じて）

を見ることができます。
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■よくある質問

Q：回答時間を1分以上にすることはできませんか

A：1問最大1分までとなっております。ご了承ください。

Q：社長や役員にも動画を見せたいのですが、ログインしてもらわなければいけませんか？

A：期間を限定したURLで共有していただき、見ることが可能です。

Q：取り直しはできませんか？

A：基本的にできません。面接ではやり直しはないかと思います。

※不測の事態による場合、企業様のご了承のもと再提出対応を事務局にて対応いたします。

Q：新卒採用以外にも利用できますか？

A：新卒、中途等の社員採用や、アルバイトやパート採用、

インターン選考まで幅広くご利用いただけます
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■検討の際に忘れてはいけない事

■見極め方の検討

単純に選考の１つとして入れることはできるが、数分の内容で判断するツール。

どんな質問で、何を見極めたいのか、

どういった基準で合否判断をするのか考えておく必要がある。

重要なのは、『動画』である事。

ESなど、『文章』だけで表せるものを確認するのであれば、『文章』で十分。

何のために『動画』で確認するのかを意識する。

・・・見極めたいことはあるが、どんな質問にしたらよいかわからない。。。

など、お困りの際にはご相談ください。



ご視聴ありがとうございました

株式会社マイナビ
事業推進統括事業部 promotion@mynavi.jp

〒100-0003 東京都千代⽥区⼀ツ橋1-1-1 パレスサイドビル6F

TEL.03-6267-4577
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